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2 発現レポーターを用いたpurEK 発現量の測定 
・発現レポーターが完成した。これをThermus thermophilus  BP111株またはBP112
株（ともにΔbgl株）に形質転換した。この形質転換体をPCRで増幅後、電気泳動
にかけ、構造を確認した。 
・β-ガラクトシダーゼ活性を測定し比較したところ、アデニン（またはグアノシン、
もしくはヒポキサンチン）添加時、非添加時共に活性は、ほぼ同じであった。 
 
